
相模原市文化財年報 
 

令和６年度の成果 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

相模原市教育委員会 

 

 

 

 

 



 
 

目  次 

 

第Ⅰ章 文化財の保存と管理 

  １ 文化財保護審議会 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・１ 

  ２ 文化財保存活用地域計画作成検討協議会・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・２ 

  ３ 文化財の保存 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・２ 

    （１）旧青柳寺庫裡の保存整備（２）国登録有形文化財旧中村家住宅の修繕 

（３）国登録有形文化財旧笹野家住宅・長屋門の修繕（４）伝統行事・民俗芸能等の継承支援 

  ４ 文化財の管理 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・４ 

    （１）相模原市古民家園の管理（２）史跡田名向原遺跡公園及び旧石器ハテナ館の管理 （３）史跡勝坂遺跡公園の管理  

（４）旧中村家住宅の管理（５）小原宿本陣の管理（６）埋蔵文化財整理室の管理（７）防災訓練 

（８）史跡などの除草・清掃（９）旧笹野家住宅の除草・清掃（10）天然記念物の保護管理（11）文化財説明板の設置等 

第Ⅱ章 文化財の調査 

１ 文化財の調査 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・9 

    （１）上矢部薬師堂の調査（２）旧陸軍通信学校関連文化財群の調査（３）城山の注連縄づくりの調査 

  ２ 埋蔵文化財の調査 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・9 

    （１）調査件数など（２）調査概要（発掘調査）（３）埋蔵文化財試掘・確認調査一覧 

  ３ 津久井城跡の調査 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・17 

第Ⅲ章 文化財の普及と活用 

  １ 民俗芸能大会と文化財展 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・19 

    （１）第45回相模原市民俗芸能大会（２）第48回相模原市文化財展 

  ２ 相模原市古民家園事業 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・20 

    （１）五月人形と鯉のぼり（２）七夕飾り（３）ひな飾り（４）古民家園保存・普及事業 

  ３ 旧石器ハテナ館普及事業 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・21 

    （１）講演会（２）講座（３）イベント（４）特別展示「今月はこの逸品！考古市宝展」（５）月替り体験教室

（６）通年体験教室（７）出張授業 

  ４ 史跡勝坂遺跡公園事業 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・23 

    （１）令和６年度の勝坂遺跡縄文まつり（２）勝坂遺跡活用事業 

  ５ 文化財建造物ユニークベニュー事業・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・24 

    （１）小原宿本陣×ハワイアン（２）文化財建造物×写真（３）相模原市立博物館 

  ６ 文化財調査・普及員の活動 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・25 

    （１）教育委員会主催事業への参加（２）調査・普及員の自主活動（３）埋蔵文化財出土品整理作業市民協働事業への参加 

  ７ 文化財保護団体の活動 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・26 

    （１）相模原市民俗芸能保存協会（２）相模原市文化財研究協議会 

  ８ その他の主な普及事業 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・26 

    （１）文化財保護ポスター展（２）文化財ホームページ等の充実（３）文化財×博物館連携事業 

（４）自治体間連携事業（５）講師派遣（６）発掘調査現地説明会（７）教育委員会共済後援名義使用 

  ９ ボランティア参加者数一覧 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・32 

 

付 表 

  １ 相模原市内の指定・登録文化財数内訳 ２ 指定・登録文化財一覧 ３ 補助金・奨励金交付一覧 ４ 刊行物一覧 

 

例 言 

１ 本書は、相模原市教育委員会教育局生涯学習部文化財保護課が、令和５年度に実施した文化財保護事業の概要をまとめた。 



２ 本書の編集は、相模原市教育委員会（文化財課）が行った。 

３ 文中の敬称は省略した。 
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第Ⅰ章 文化財の保存と管理 

 

１ 文化財保護審議会 

相模原市文化財の保存及び活用に関する条例（平成１２年１０月１日施行、平成１９年３月１１日改正）に基づき

設置しました。審議会委員の定数は１５人以内で、学識経験者を教育委員会が委嘱します（任期は２年間）。 

  同審議会は、教育委員会の諮問に応じて、文化財の保存及び活用に関する重要事項を調査・審議し、その結果を答

申し、並びにこれらの事項について教育委員会に建議します。 

文化財保護審議会の開催経過 

   〇開催日 令和６年７月１８日 

１ 相模原市文化財保存活用地域計画の本文について 

２ 教育委員会文化財調査事業について 

３ 天然記念物の指定等の在り方検討について 

４ その他 

〇開催日 令和６年１０月２３日 

１ 相模原市文化財保存活用地域計画の本文について 

２ その他 

〇開催日 令和７年３月２０日 

１ 相模原市文化財保存活用地域計画の答申について 

２ その他 

 

相模原市文化財保護審議会 ＊五十音順 

〇任期：令和４年１０月１日～令和６年９月３０日 

氏  名 専門分野 所 属 等 

 薄井 和男  中世美術史（彫刻）  元神奈川県立歴史博物館館長 

 内川 隆志  日本考古学  國學院大學教授 

 海老澤 模奈人  建築史（近代建築史）  東京工芸大学教授 

 大﨑 綾子  日本刺繍史、染織文化財（保存修復）  女子美術大学教授 

 鹿野 陽子  造園学（景観）  岐阜県立国際園芸アカデミー客員教授 

 神崎 直美  日本近世史  城西大学教授 

 萩谷 宏  地球科学（地質学・岩石学・地球史）  東京都市大学准教授 

 浜田 弘明  人文地理学  桜美林大学教授 

 宮本 太  植物分類・生態学  東京農業大学教授 

 山崎 祐子  民俗学  一般財団法人宮本記念財団理事 

 山田 正法  郷土史  元相模湖町文化財保護委員 

 山本 雅子  発生学、解剖学（動物）  会長、麻布大学名誉教授 

 

〇任期：令和６年１０月１日～令和８年９月３０日 

氏  名 専門分野 所 属 等 

 薄井 和男  中世美術史（彫刻）  元神奈川県立歴史博物館館長 

 内川 隆志  日本考古学  國學院大學教授 

 海老澤 模奈人  建築史（近代建築史）  東京工芸大学教授 

 鹿野 陽子  造園学（景観）  岐阜県立国際園芸アカデミー客員教授 

 神崎 直美  日本近世史  城西大学教授 

 中島 彩花  日本美術史  女子美術大学特命助教 

 萩谷 宏  地球科学（地質学・岩石学・地球史）  東京都市大学准教授 

 浜田 弘明  人文地理学  桜美林大学教授 
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 宮本 太  植物分類・生態学  東京農業大学教授 

 山崎 祐子  民俗学  一般財団法人宮本記念財団理事 

 山田 正法  郷土史  元相模湖町文化財保護委員 

 山本 雅子  発生学、解剖学（動物）  会長、麻布大学名誉教授 

 

２ 文化財保存活用地域計画作成検討協議会 

  相模原市文化財保存活用地域計画作成検討協議会設置要綱（令和５年４月１日施行）に基づき、令和５年度に新た

に設置しました。協議会構成員の定数は１７人以内で、学識経験者、文化財保存活用団体、文化財所有者、地域振興

団体、観光振興団体、公募市民、神奈川県教育委員会と市によって構成されています。 

  同協議会及び文化財保護審議会において、文化財保護法に基づく文化財保存活用地域計画の内容について検討を行

っています。

 文化財保存活用地域計画作成検討協議会の開催経過 

〇開催日 令和６年７月２３日 

   １ 相模原市文化財保存活用地域計画の本文について 

   （１）序章～第３章の前回からの修正状況について 

   （２）課題－方針－措置の全体概要について 

   （３）第７章（防災・防犯）、第８章（推進体制）の本文案について 

 〇開催日 令和６年１０月２８日 

   １ 相模原市文化財保存活用地域計画の本文について 

   （１）序章～第３・７・８章の修正点の確認 

   （２）第４章（将来像と基本方針）、第５章（一体的・総合的な保存活用）、第６章（保存活用の取り組み）の

本文検討 

 〇開催日 令和７年３月１１日 

   １ 相模原市文化財保存活用地域計画の本文について 

 

３ 文化財の保存 

（１）旧青柳寺庫裡の保存整備 

  県指定重要文化財旧青柳寺庫裡では、令和６年度指定文化財保存修理等補助金（県指定重要文化財 旧青柳寺庫裡 

建造物保存修理事業）の交付決定を受け、経年劣化の進んだカマド・囲炉裏・建具（板戸）の修繕を行いました。 

  

カマド（修繕後） 囲炉裏（修繕後） 
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（２）国登録有形文化財 旧中村家住宅の修繕 

〇稲荷社 

    附属建物である稲荷社について、屋根の鳥衾（とりぶすま）

に欠損が確認され、雨漏りにより建造物本体への影響が危惧

されることから防水等の修繕をしました。 

 

 

 

 

 

（３）国登録有形文化財 旧笹野家住宅・長屋門の修繕 

    〇旧笹野家住宅主屋 

     台風１０号による暴風雨により脱落した庇の桁材及び剥が   

 れた軒天井板等を修繕しました。 

 

 

 

 

 

 

    〇旧笹野家長屋門 

     雨漏りにより腐食した屋根材の胴差し・出し桁の一部を補 

強し、支え柱を設置する修繕をしました。 

 

 

 

 

 

 

 

（４）伝統行事・民俗芸能等の継承支援 

相模原市地域文化財活用事業実行委員会を組織し、市内の伝統行事継承団体の支援を行いました。 

  会長 八木 亨 

構成団体 ７団体 

又野自治会、自治会法人大沢自治会、奈良井自治会、上磯部はやし保存会、城山町祭囃子連絡協議会、藤野歌舞

伎保存会、相模の大凧文化保存会 

関連する伝統行事 

又野八幡神社祭礼、中野神社祭禮、磯部八幡宮祭礼、川尻八幡宮祭礼、藤野の村歌舞伎、相模の大凧揚げ 
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相模原市文化財を活用した地域文化財総合活用推進事業（交付決定額：６,０３５千円） 

事業番号 保存会名 民俗芸能 内容 

１ 又野自治会 祭り囃子 用具修理（山車） 

２ 自治会法人大沢自治会 祭り囃子 用具修理（山車） 

３ 奈良井自治会 祭り囃子 用具修理（太鼓） 

４ 上磯部はやし保存会 祭り囃子 用具修理（太鼓、バチ） 

５ 城山町祭囃子連絡協議会 祭り囃子 用具修理（山車、衣装、面ほか） 

６ 藤野歌舞伎保存会 村歌舞伎 後継者養成（演技指導、講師謝礼、旅費） 

７ 相模の大凧文化保存会 相模の大凧揚げ 記録作成・情報整備（記録映像作成） 

 

相模の大凧補助事業 

相模原市指定無形民俗文化財の相模の大凧揚げについて、 

記録作成・情報整備（記録映像作成）事業に対し市の補助金を交付しました。 

 

      成果品（記録映像） 

 

４ 文化財の管理  

（１）相模原市古民家園の管理 

開園時間  午前９時３０分～午後４時３０分（ただし７月、８月は午後５時３０分まで） 

休 園 日  １２月２８日～１月３日 

入 園 料  無料 

所 在 地  相模原市緑区大島３８５３-８ 相模川自然の村公園内 

建築年代  １８世紀初期 

規 模  桁行１０間半、梁間５間、木造１階 

屋 根  茅葺寄棟造（土間側入母屋造） 

 神奈川県指定重要文化財「旧青柳寺庫裡」を移築・復原し、 

平成１０年４月に開園しました。 

 

（２）史跡田名向原遺跡公園及び旧石器ハテナ館の管理 

開園・開館時間  ４月～１０月 午前９時～午後６時（公園は午前８時３０分開園） 

         １１月～３月 午前９時～午後５時（公園は午前８時３０分開園） 

休園・休館日   １２月２９日～１月３日  

入園・入館料  無料 
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所 在 地   相模原市中央区田名塩田３-２３-１１ 

史跡田名向原遺跡は、平成９年３月に後期旧石器時代の住居状遺構が

発見され、学術的な価値だけではなく、希少な遺跡であることから、遺

構の現状保存を図り、活用されることとなりました。 

平成１１年１月２８日には国の史跡指定を受け、平成１９年３月３１

日に住居状遺構などを復元した遺跡公園として開園しました。 

また、平成２１年４月１日には、遺跡のガイダンス及び体験学習など

を目的とした史跡田名向原遺跡旧石器時代学習館（愛称：旧石器ハテナ

館）が開館しました。 

 

ア 遺跡公園の面積と復元遺構などの概要 

○総面積８,２１８㎡ （国指定史跡部分７３０.４５㎡含む） 

○住居状遺構（復元）     

○谷原１２号墳（復元）、同１３、１４号墳（平面表示）  

○地層・黒曜石展示パネル  ○ローム層・礫層パネル 

イ 旧石器ハテナ館の面積と施設 

○延床面積 ６２１.６１㎡  ○建物の構造 鉄骨造平屋建 

○施設の構成 展示室２１６.０１㎡、実習・講習室９５.４０㎡ 

ウ 入館者への説明  

 入館者のうち、希望者に対して学習指導員及び文化財ボランティアである田名向原遺跡案内・普及事業実行委員

会員が案内解説を実施しました。 

 

（３）史跡勝坂遺跡公園の管理 

管理棟開放日 水～日曜日（１２月２９日～１月３日を除く） 

       月・火曜日が祝日と重複の場合は開放日 

管理棟開放時間 午前９時～午後４時 

トイレ開放時間 午前９時～午後４時 

入 園 料 無料 

所 在 地 相模原市南区磯部１７８０外 

勝坂遺跡は、縄文時代中期（約５,０００年前）の大集落跡です。大正１５（１９２６）年、大山
おおやま

柏
かしわ

によって発見

された土器は、装飾的な文様や顔面
がんめん

把手
とって

（顔を表現した取っ手）などによって注目を浴び、後に「勝坂式土器」とし

て、縄文時代中期の目安とされました。 

現在は勝坂遺跡Ｄ区を史跡公園として整備し、復元住居２棟と敷石住居のレプリカなどを展示しています。勝坂遺

跡Ａ区では勝坂式土器発見の地として説明板を設置しています。 

 

 

 

 

旧石器ハテナ館 

住居状遺構（復元） 
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遺跡公園の面積と復元遺構等の整備概要 

○面積１９,９２１㎡  

○竪穴住居（復元） ２棟（土葺・笹葺） 

○竪穴住居廃絶後の窪地 ３箇所 

○敷石住居のレプリカ１基  

○縄文生活林や緩衝植栽 

○園路・説明板・テーブルベンチ等 

○管理棟・トイレ 

 

 

（４）旧中村家住宅の管理    

開館時間  午前９時３０分～午後４時 

休 館 日  月～水曜日（但し祝日は開館） 

      １２月２９日～１月７日 

入 館 料  無料 

所 在 地  相模原市南区磯部１７３４ 

建築年代  １９世紀中頃 

概 要  主 屋：木造 2階建 延床面積 ４２０㎡ 

      長屋門：木造 平屋建 床面積 ８８㎡ 

 幕末の擬洋風建築である「旧中村家住宅」は、国登録文化財に登録されています。 

 平成２１年度に所有者から寄贈を受け、平成２２年４月から一部を公開しました。 

 

（５）小原宿本陣の管理 

開館時間  午前９時３０分～午後４時 

      （入館は午後３時３０分まで） 

休 館 日  月曜日（但し祝日の場合は直後の平日に振替） 

       １２月２９日～１月４日 

入 館 料  無料 

所 在 地  相模原市緑区小原６９８番１ 

建築年代  １９世紀初期 

規 模  桁行１３間 梁行７間 

屋 根  茅葺 銅板葺覆い 西面入母屋造 東面兜造 

 神奈川県指定重要文化財「小原宿本陣」を平成６年から公開しました。 
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各施設の入館者数 

  相模原市古民家園 旧石器ハテナ館 旧中村家住宅 小原宿本陣 

年  月 
開園 

日数 
入園者数 

開館 

日数 
入館者数 

開園 

日数 
入園者数 

開園 

日数 
入園者数 

令和６年４月 ３０ ２,５１７  ３０ ７０８ １７ ４３ ２６ ５１５ 

令和６年５月 ３１ ２,５８９  ３１ １,０６２ １９ １１２ ２６ ６９７ 

令和６年６月 ３０ １,９４２  ３０ １,６６１ １８ ５７ ２６ ６６７ 

令和６年７月 ３１ １,７６７  ３１ ９６１ １７ ３３ ２６ ３６０ 

令和６年８月 ２９ １,５０５  ３１ １,２５１ １８ ２１ ２５ ４２５ 

令和６年９月 ２９ １,２３８  ３０ ７２３ １９ ５１ ２６ ３３９ 

令和６年１０月 ３１ １,０３２  ３１ ２,２５４ １８ ９４ ２６ ７０６ 

令和６年１１月 ３０ １,４６１  ３０ ９２３ １９ ２６６ ２６ １,８９５ 

令和６年１２月 ２７ １,０７０  ２８ ６３８ １６ ５１ ２４ ６４８ 

令和７年１月 ２８ ９９３  ２８ ６７４ １５ ４４ ２３ ４７２ 

令和７年２月 ２８ ２,１４８  ２８ １,２２８ １８ ７２ ２５ ６３３ 

令和７年３月 ３１ ２,２０３  ３１ ８６４ １８ ８２ ２７ ６９０ 

令和６年度計 ３５５ ２０,４６５ ３５９ １２,９４７ ２１２ ９２６ ３０６ ８,０４７ 

開園からの累計 ９,０３６ ９１９,５０９ － ３８９,３３５ ３０５６ ２１,５８３ － ２１８,２３７ 

 

（６）埋蔵文化財整理室の運営 

 平成２６年度から、埋蔵文化財の収蔵を行う暫定施設として「埋蔵文化財整理室」（緑区与瀬２３４）を設置し、

文化財保護課で管理を行っています。 

収蔵点数  令和７年３月３１日現在の保管数 

      合計  １０８４箱 

 

（７）防災訓練 

 文化庁・消防庁が主唱する「第７１回文化財防火デー」の実施に

伴い、市消防局と協力して関連事業を実施しました。 

期  日 令和７年１月２２日（水） 

実施内容 文化財管理者への通知、ポスター掲示、 

消防訓練の実施（亀ヶ池八幡宮） 

 

 

 

 

（８）史跡などの除草・清掃  

 史跡などを管理するため、史跡勝坂遺跡、史跡田名向原遺跡、 

史跡川尻
かわしり

石器時代遺跡、史跡寸沢
す あ

嵐
らし

石器時代遺跡、烏 山 領
からすやまりょう

制札場跡、 

新戸の一里塚、相模野基線北端点、上矢部土塁、城山の下馬梅、 

溝口桂巌ゆかりの地、大島中ノ郷のヤツボにおいて清掃や除草、剪定を実施しました。 
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（９）旧笹野家住宅の除草・清掃 

 旧笹野家住宅の屋敷地を保存管理するため、地域住民を中心とす

る任意団体に委託し、主屋内部の清掃や屋敷地の除草、剪定を実施

しました。 

 

 

 

 

 

（10）天然記念物の保護管理 

県指定天然記念物「ギフチョウとその生息地」（所在地：相模原市緑区（旧藤野町域））について、市民団体「し

のばらギフチョウの会」による保全活動に参加するとともに、県・県警・市・市民団体による官民合同パトロールに

参画し、不法捕獲等に対する監視活動を行いました。 

また、県指定天然記念物「キマダラルリツバメとその生息地」（所在地：相模原市緑区（旧藤野町域））について、

市民団体「佐野川キマダラルリツバメ保存会」による調査に参加しました。 

 

ギフチョウ 

 

キマダラルリツバメ

 

（11）文化財説明板の設置等 

平成２０年４月１日付けで相模原市指定文化財に指定された八幡神社の銅造聖観音菩薩立像について、新しく説明

板を設置しました。原当麻駅西口に設置している、原当麻駅西口周辺文化財案内板では、説明板のプレートの張替え

を行いました。 

 

八幡神社（銅造聖観音菩薩立像）説明板 

 

 

原当麻駅西口周辺文化財案内板
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第Ⅱ章 文化財の調査 

１ 文化財の調査 

（１）上矢部薬師堂の調査 

 上矢部薬師堂の本尊は木造薬師如来坐像を中尊に、日光・月

光菩薩立像を脇侍とした薬師三尊像です。本尊は秘仏とされ、

33年に一度の本開帳と、その後の17年目に中開帳により開扉さ

れ、追善供養の法要が継承されてきました。令和6年10月13日が

本開帳になるため、地域で組織する薬師如来本開帳運営委員会

と連携し、薬師堂の建造物、仏像、本開帳法要、石仏などの総

合的な調査を実施しました。なお、調査は相模原市文化財保護

審議会の薄井委員（彫刻専門）と共同で実施しました。 

 

（２）旧陸軍通信学校関連文化財群の調査 

相模女子大学内に残る軍都相模原を語る近代遺産である旧陸軍通信学校将校集会所とその前面に設けられたフラン

ス式庭園は市登録文化財に登録されています。同校の学園整備事業が計画されており、文化財登録時含めて文化財とし

ての詳細な調査が十分実施されていないことから、記録作成の調査を実施しました。なお、調査は相模原市文化財保護

審議会の海老澤委員（建造物専門：東京工芸大学）と東京工芸大学の内田孝幸教授と共同で実施しました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（３）城山の注連縄づくりの調査 

 川尻八幡宮に張られる大注連縄は、50年前から川尻八幡宮のほ

か、鎌倉の鶴岡八幡宮にも奉納されています。現在は氏子以外の地

域の人々も含めて保存会へと発展し、毎年12月上旬に川尻八幡宮境

内で注連縄づくりが行われ、地域の伝統行事として継承されていま

す。市の指定・登録無形民俗文化財に向けて記録作成による民俗調

査を実施しました。 

 

 

２ 埋蔵文化財の調査  

（１）調査件数など 

文化財保護課では周知の埋蔵文化財包蔵地において、開発行為等による土木工事が計画されている場合、事業者の



- 10 - 

依頼に基づき事業地の分布調査や試掘・確認調査を実施しています。また、土木工事が埋蔵文化財に影響を及ぼす場

合は、記録保存のための発掘調査や工事中の立会などを事業者に指導しています。 

ア 埋蔵文化財事務処理件数 

 窓口事前照会件数 １,７３３件 

 開発事前協議回答数 ６４件 

 土木工事等の発掘 

 届出・通知数 

法９３条 ６３９件 

発掘調査 ２件 

工事立会 ２９７件 

慎重工事 ３３９件 

緊急工事 ０件 

その他注意 １件 

法９４条 １６０件 

発掘調査 ０件 

工事立会 １４７件 

慎重工事 １３件 

その他注意 ０件 

 発掘調査届出・報告数 
法９２条  ５件 

法９９条 ２件 

イ 開発などに伴う調査件数 

 本発掘調査 ９件 

民間事業 ７件 

公共事業（県） ０件 

公共事業（市） ２件 

 試掘・確認調査 ５４件 
民間事業 ５１件 

公共事業 ３件 

 工事立会 ３０７件 
民間事業 ２０２件 

公共事業 １０５件 

ウ 埋蔵物の監査・文化財認定件数 

 本発掘調査 
民間調査組織によるもの ６件 

市教育委員会によるもの ２件 

 学術調査 ０件 

 試掘・確認調査 
民間調査組織によるもの ０件 

市教育委員会によるもの ２５件 

エ 保存目的の調査 

１件 津久井城跡城坂曲輪群南地点７号曲輪  

オ 学術調査 

  ０件 

 

（２）調査概要(発掘調査) 

ア 当麻亀形遺跡第３地点（№１８９・１９２遺跡） 

    遺跡の種類   集落跡 

  遺跡の時期   縄文、古墳、奈良～平安、中世、近世 

  調査期間    令和６年５月１３日～令和６年６月７日 

  所在地     相模原市南区当麻５８３番２ 

  調査機関    国際文化財株式会社 

  調査担当者   田口 雄一 

  調査面積    ５８.４５㎡ 

  調査原因    その他工事（携帯電話基地局） 
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  発見遺構    古墳：住居址１、土坑２ 

          中世～近世：土坑３、溝１ 

          時期不明：土坑２、ピット７ 

  出土遺物    縄文：石器 

          古墳：土師器、須恵器 

          中世：かわらけ 

          中世～近世：陶器、金属製品 

  遺物の一時保管 国際文化財株式会社 

 

イ 鳥屋谷戸遺跡B地区（№４０１遺跡） 

  遺跡の種類      散布地・集落跡 

  遺跡の時期   旧石器、縄文、古墳、奈良～平安、近世 

  調査期間    令和６年１０月１日～令和７年６月１７日予定 

  所在地     相模原市緑区鳥屋１２４３番ほか 

  調査機関    国際文化財株式会社 

  調査担当者   萩澤 太郎 

  調査面積        ８７４２㎡予定 

  調査原因    鉄道 

  発見遺構    調査中 

  出土遺物    調査中 

  遺物の一時保管 国際文化財株式会社 

 

 

ウ 磯部六反遺跡（２２７遺跡） 

  遺跡の種類    散布地 

  遺跡の時期    旧石器、縄文 

  調査期間     令和６年１０月２３日～令和６年１１月１８日 

  所在地      相模原市南区磯部字六反１９４７番 

  調査機関     有限会社吾妻考古学研究所 

  調査担当者    碓井 三子 

  調査面積     ６２㎡ 

  調査原因     宅地造成 

  発見遺構     縄文：配石２、集石２、土坑１ 

  出土遺物     縄文：土器、石器 

  遺物の一時保管 有限会社吾妻考古学研究所 
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エ 津久井城跡城坂曲輪群南地点7号曲輪（№２４８遺跡） 

  遺跡の種類    城館跡・散布地 

  遺跡の時期    旧石器、縄文、弥生、古墳、奈良～平安、中世、近世 

  調査期間     令和６年１１月５日～令和６年１２月６日 

  所在地      相模原市緑区根小屋３１８番外 

  調査機関     相模原市教育委員会、公益社団法人神奈川県公園協会 

  調査担当者    永野 博美、矢部 亮司（市教委文化財保護課） 

            長澤 有史（市教委博物館） 

            野口 浩史（（公財）神奈川県公園協会） 

調査面積   ４２㎡ 

調査原因   保存目的 

発見遺構   中世～近世：造成面３、 

出土遺物   縄文：土器 

       中世：かわらけ、瓦質土器、陶器、鉄製品、鉄滓、石製品 

        近世：陶器、磁器 

遺物の一時保管  相模原市教育委員会 

 

オ 田名金山遺跡第２地点（№１３８遺跡） 

  遺跡の種類   集落跡 

  遺跡の時期       縄文、奈良～平安、中世、近世 

  調査期間         令和６年１２月９日～令和６年１２月２３日 

  所在地           相模原市中央区田名金山５２９０番外 

  調査機関         相模原市教育委員会 

  調査担当者       永野 博美、江川 真澄 

  調査面積         ５８㎡ 

  調査原因         店舗 

  発見遺構         縄文：住居址２、土器集中部２ 

               平安：住居址３ピット３ 

  出土遺物         縄文：土器、石器 

               奈良～平安：土師器、須恵器 

  遺物の一時保管  相模原市教育委員会  

 

カ 田名坂上遺跡第１１地点（№１４０遺跡） 

  遺跡の種類   集落跡 

  遺跡の時期    旧石器、縄文、古墳、奈良～平安、中世、近世 

  調査期間   令和７年１月２３日～令和７年２月８日 

  所在地    相模原市中央区田名字坂上１２１３番１の一部外 

  調査機関   有限会社吾妻考古学研究所 
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  調査担当者     碓井 三子 

  調査面積   ８０.１㎡ 

  調査原因     宅地造成 

  発見遺構      平安：住居址１、ピット１ 

  出土遺物     縄文：土器、石器 

            平安：土師器、須恵器 

  遺物の一時保管  有限会社吾妻考古学研究所 

 

 

キ 鳥屋西開戸遺跡①・鳥屋大沢入遺跡②（№５３７・５３８遺跡） 

  遺跡の種類        散布地、集落跡 

  遺跡の時期    縄文、古墳、奈良～平安、中世、近世 

  調査期間   令和７年１月２７日～令和７年８月１８日予定 

  所在地            ①相模原市緑区鳥屋２６４５番外４筆 

            ②相模原市緑区鳥屋２１００番外４筆、２１００番先 

  調査機関   大成エンジニアリング株式会社 

  調査担当者    板倉 歓之 

  調査面積          ①３７３３.０４㎡、②３３０２.８６㎡予定 

  調査原因          鉄道 

  発見遺構     調査中 

  出土遺物          調査中 

  遺物の一時保管    大成エンジニアリング株式会社 

                                 

 

ク 鵜野森柏木北遺跡第３次調査（№４１遺跡） 

    遺跡の種類   散布地・集落跡 

  遺跡の時期   旧石器、縄文、奈良～平安 

  調査期間    令和７年２月１２日～令和７年２月１８日 

  所在地     相模原市南区古淵五丁目３１５３番外 

  調査機関    相模原市教育委員会 

  調査担当者   鯉渕 義紀 

  調査面積    ２７㎡ 

  調査原因    その他工事（清掃事業所解体） 

  発見遺構    平安：住居址３、土坑３ 

  出土遺物    奈良～平安：土師器、須恵器、灰釉陶器 

  遺物の一時保管 相模原市教育委員会 
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（３）埋蔵文化財試掘・確認調査一覧 

No. 調査原因 調査日 区 所在地 
面積

（㎡） 

遺跡 

番号 
遺構 遺物 

1 個人住宅 4/10 南区 南区上鶴間本町八丁目510番37 3 19 なし なし 

2 宅地造成 4/15 緑区 緑区東橋本三丁目1103番1 8 76 なし なし 

3 個人住宅 4/17 緑区 緑区原宿四丁目2581番8 2.25 261 なし なし 

4 宅地造成 4/23 、

4/25 、

4/26 

南区 南区磯部字六反1947番 24 227 縄文：集石1 縄文：土器、石器 

5 その他の建

物 

（老人ホー

ム） 

5/9 中央区 上溝字甲七号1921番1 8 155 なし 縄文：土器 

6 個人住宅 5/14 南区 上鶴間本町二丁目3073番9 ９ 34 なし 縄文：土器、石器 

7 宅地造成 5/21 、

5/22 

南区 磯部字六反1950番1の一部 16 227 縄文：土坑1 縄文：土器 

8 宅地造成 5/22 緑区 大島字上沖原11番55の一部外 8 91 なし なし 

9 ガス・水道・

電気等 

（鉄塔） 

5/29 緑区 三ヶ木219番、220番 6 301 なし 縄文：土器 

10 宅地造成 5/30 南区 南区磯部字六反1947番 4 227 なし 縄文：土器 

11 宅地造成 6/3、6/4 中央区 上溝四丁目3321番2 12 123 縄文：竪穴住居址3 縄文：土器、石器 

12 ガス・水道・

電気等 

（太陽光発

電設備） 

6/6 緑区 中沢字義307番1 4 245 なし なし 

13 個人住宅 6/13 、

6/14 

南区 古淵四丁目3108番1.2の一部 10 43 縄文：ピット2 縄文：土器、石器 

14 宅地造成 6/19 緑区 大島2778番1、2779番1 8 104 なし 縄文：土器 

近世：陶器、磁器 
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15 宅地造成 6/24 南区 南区磯部字六反1947番 3 227 なし 縄文：土器 

16 宅地造成 6/26 、

6/27 

中央区 上溝四丁目3321番2 27.25 123 縄文：竪穴住居址2 縄文：土器、石器 

17 集合住宅 7/2、7/3 緑区 東橋本三丁目504番1の一部外 16 76 なし 縄文：土器 

古代：土師器、須恵器 

近世：陶器 

18 個人住宅 7/8 中央区 田名4811番3 4 139 なし なし 

19 その他の建

物 

（カーポー

ト） 

7/11 南区 当麻831番3 7.8 190 なし なし 

20 その他の建

物 

（老人ホー

ム） 

7/23 、

7/24 

中央区 淵野辺本町四丁目1041番3 12 50 なし なし 

21 宅地造成 8/1 緑区 下九沢字宮下703番1外 9 112 なし なし 

22 集合住宅 8/6 緑区 相原五丁目472番5 4 83 なし 縄文：土器 

古代：土師器、須恵器 

23 個人住宅 8/8 南区 磯部字勝坂1843番7 3.75 224 なし 縄文：土器 

24 宅地造成 8/26 中央区 田名字椿森6113番1.6114番1 11.75 145 なし 縄文：土器 

25 その他建物 

（電気設備） 

9/2、9/4

～9/6 

緑区 小倉347番1ほか 39.3 285 縄文：ピット2 近世：陶器 

26 ガス・水道・

電気等 

（浄化槽） 

9/2 緑区 青野原3129番 3 367 縄文：竪穴住居址2 縄文：石器 

27 集合住宅 9/10 緑区 東橋本三丁目505番1 8 76 なし なし 

28 道路 9/17 ～

9/19 

中央区 宮下本町二丁目451番27ほか55

筆 

24 69 なし なし 

29 個人住宅 9/25 中央区 田名1628番1 4 107 なし 縄文：土器、石器 
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30 個人住宅 10/2 緑区 寸沢嵐2722番 4 409 なし なし 

31 その他建物 

（福祉施設） 

10/10 中央区 田名字坊山6769番1 26 137 縄文：竪穴住居址1 縄文：土器、石器 

32 店舗 10/17、

10/30、

10/31 

中央区 田名字金山5290番外 11.425 138 縄文：竪穴住居址1、

配石遺構2 

縄文：土器、石器 

古代：土師器 

33 宅地造成 10/21、

10/22 

緑区 相原五丁目534番3、539番3、541

番6 

20 83 なし なし 

34 その他工事 

（資材置場） 

10/29 緑区 川尻字風間5228番1,2 4 251 なし なし 

35 集合住宅 11/6 、

11/7 

緑区 橋本五丁目87番13 8 77 なし なし 

36 宅地造成 11/11～

11/14 

中央区 淵野辺本町一丁目73番1、2、75

番1、2、3、78番1、2、3 

28 59 なし なし 

37 個人住宅 11/18 南区 下溝字溝開戸880番9 4 203 なし なし 

38 宅地造成 11/25～

11/28 

緑区 三ケ木字三本木407番1外 28 369 縄文：不明遺構2 縄文：土器 

39 その他工事 

（複合施設） 

12/12 中央区 鹿沼台二丁目2003番 3 周 知

外 

なし なし 

40 個人住宅 12/16 緑区 中野字東川坂1425番1 4 302 なし なし 

41 個人住宅 1/8 南区 磯部字勝坂1828番1の一部 4 223 なし なし 

42 個人住宅 1/14 中央区 田名字堀之内4836番10 4 139 なし なし 

43 ガス・水道・

電気等 

1/16 緑区 三ケ木459番2 4 369 なし なし 

44 道路 1/20 緑区 長竹字金原339-2番ほか１ 8 周 知

外 

なし なし 

45 宅地造成 1/28 中央区 淵野辺本町三丁目411番1外 8 54 なし なし 

46 店舗 1/30 南区 上鶴間本町四丁目2419番13外 8 27 なし 縄文：土器 

47 店舗 2/4 南区 下溝字稲荷林2005番23外 9.5 202 縄文：集石1 なし 
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48 個人住宅 2/5 中央区 田名字坂上1219番1、4の一部、7

の一部 

4 140 なし なし 

49 個人住宅 2/12 緑区 元橋本町20番9 4 79 なし なし 

50 宅地造成 2/12 緑区 元橋本町20番44 4 79 なし なし 

51 宅地造成 2/17 緑区 東橋本四丁目1248番1外 18 72 なし なし 

52 集合住宅 2/25 緑区 上鶴間本町六丁目2094番2 4 24 なし なし 

53 宅地造成 3/10 中央区 上溝字甲七号2030番1、2 4 154 なし 縄文：土器、石器 

54 宅地造成 3/18 南区 磯部字勝坂1795番3 3 224 なし 縄文：土器、石器 

 

３ 津久井城跡の調査 

調査地点 津久井城
つくいじょう

跡
あと

城坂
しろさか

曲輪
くるわ

群
ぐん

南地点7号曲輪
くるわ

 

調査期間 令和６年１１月５日～１２月３日 

調査面積 計３２㎡ 

検出遺構 〔中  世〕（第1地業面）溝状遺構 7条、ピット 12穴 

造成層 ４枚 

       〔中・近世〕不明遺構 １基 

〔近世以降〕畝状遺構 ２群 

出土遺物 〔中  世〕かわらけ（転用取鍋・坩堝含む）、瓦質土器、陶器、鉄製品（鉄釘）、鉄滓、石製品（碁石） 

     〔近  世〕磁器、陶器 

     〔近  代〕磁器、陶器、ガラス製品                   遺物量：遺物収納箱 １箱 

 津久井城は中世の「根小屋式山城」として知られています。現在でも竪堀や堀切、山の斜面を平場に造成して防御施

設等を設置した曲輪などが残され、これまでの発掘調査では１６世紀（中世、戦国時代）以降に帰属する遺構群が発見

されています。 

 この山城の学術的価値の検証を目的として、平成２２年度から市教育委員会文化財保護課、市立博物館、公益財団神

奈川県立公園協会と、それぞれに所属する市民ボランティアとともに「津久井城市民調査グループ」を発足し、市民協

働事業による調査を進めてきました。なお、事業では現地調査の他、市民調査員としての資質の向上を目的とした講習

会、発掘調査成果を公開する展示も行っています。 

 市民協働調査では、津久井城南麓裾部に展開する雛壇状の曲輪群（城坂曲輪群）の調査を実施してきました。令和元

年度までの調査により、５号曲輪では戦国時代に池泉を伴う庭園として整備されたことが明らかになり、令和２年度に

は調査成果をまとめた発掘調査報告書を刊行しました。 

 令和６年度は５号曲輪の上段に位置する７号曲輪において、曲輪の成り立ちや土地利用などを確認するための発掘調

査を実施しました。本地点での調査は令和４年度から開始し、今年度は対象地内に２箇所の調査区（TR８・９）を設定

して行いました。参加した市民調査員は１５名、延べ８０名です。 

 調査の結果、表土層直下の近世以降に該当する面（第１面）と、その下位に戦国時代の造成面（第２面）が認められ

ました。第１面では２群の畝状遺構が検出され、近世以降には本地点で耕作が行われていたことがわかりました。 

第２面は、TP８では切土、TP９では盛土によって平坦面が作り出されており、それぞれからピット（柱穴）が発見

されました。特にTP８では平面規模が同等で約１.７ｍの芯々間を持つ２基のピットに、建てられた柱が火災にあった
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ことを示す痕跡が認められ、同一構造物の構成柱穴と考えられます。TP９のピットの１つには、重量物を支える柱を建

てる際に扁平な礫を敷いて礎板とした状況も確認され、本地点周辺には構造の異なる建物ないしは塀などの構造物が２

つ以上存在していた可能性が高まりました。 

これらピットの周辺からは小破片ながら多くの遺物が出土しました。特筆される遺物として、古瀬戸肩衝茶入が挙

げられます。茶入は口縁部から胴部までの小破片ですが、肩に稜を持ち胴部が張り、外面には黒褐色に発色した灰釉が

施される瀬戸・美濃産の小型壺です。同じような特徴を持つものが愛知県内の窯跡で発見されており、１４世紀末頃の

年代が与えられています。地域には津久井城主の茶の湯に関する伝説も残されており、文武両道の戦国武将内藤氏の姿

が想像されます。このほか、武家儀礼に使用するかわらけや調理用の鍋・焙烙（ほうろく）、擂鉢（すりばち）のほ

か、碁石や鉄釘、鉄の加工を示す鉄滓（てっさい）など、出土遺物の種別・器種にはバラエティがあり、具体的な生活

ぶりを反映しています。土器・陶器の年代観が示す７号曲輪の使用時期は１６世紀後半で、ここが５号曲輪の庭園と一

体的に造られ饗宴等にも使用された空間である可能性が強まりました。 

 また、戦国時代の造成面上に、砂礫層の堆積が確認されました。斜面上方の沢で大雨等により生じた土砂崩れが調査

地点にまで及んだと考えられます。その後の造成面の復旧が認められないことから、津久井城開城後まもなくの災害で

あった可能性など、曲輪の土地利用の変化を考える鍵となりそうです。 

 調査は今後も継続し、市民ともに津久井城跡の歩んだ歴史を掘り起こしていきたいと思います。 
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TP８ 戦国時代面全景 南西から 

 

火災状況を示すピット 

第Ⅲ章 文化財の普及と活用 

 

１ 民俗芸能大会と文化財展 

（１）第45回相模原市民俗芸能大会 

 「～語り継ごう わたしのまちの伝統芸能～」 

  相模原市民俗芸能保存協会加盟団体のうち9団体と招待団

体1団体が出演し、獅子舞、村歌舞伎、仕事唄、音頭などを披

露しました。 

  期  日 令和７年３月２日（日） 

  会  場 杜のホールはしもと 

  来 場 者 ４８５人 

  出演団体 藤野歌舞伎保存会、上溝シャンソン保存会、

下九沢御嶽神社獅子舞保存会、 

ぼうち唄保存会、麻溝ごぼう音頭保存会、大島諏訪明神獅子舞保存会、 

小松はやし連（招待団体）、大沼土釜搗き唄保存会、田名八幡宮獅子舞保存会、新田名音頭保存会 

 主  管 相模原市民俗芸能保存協会 

（２）第48回相模原市文化財展 

「伝えていきたい 相模原の自然と文化」 

 市域の歴史や民俗・自然などを調査研究している市民団体など計7団体が日頃の研究成果を発表し、市民への文化財の

周知を広げることを目的に文化財展を開催しました。 

 期 日 令和７年３月１３日（木）～１６日（日） 

 会 場 ミウィ橋本インナーガーデン 

 来場者  ４６０人 

 主 管 相模原市文化財展実行委員会 

 参加団体と展示テーマ 

 〇相原の歴史をさぐる会 「城山ダム建設水没移転６０年に思う（その２）」 

 〇相模原郷土懇話会 「麻溝台の開拓」 

 〇旧笹野家住宅を考える会 「令和６年度の活動実績（カミノクラ（主屋のカミ手にある蔵））の資料整理報告」 

 〇昆虫文化を子供たちに伝える会 「昆虫文化の発信基地を作ろう」 

〇橋本の歴史を知る会 「「橋本郷土カルタ」とその解説書「『橋本郷土カルタ』で巡る橋本の歴史と文化」 

について」 

 

招待団体：小松はやし連 
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 〇津久井城市民調査グループ 「津久井城跡城坂曲輪群７号曲輪発掘調査成果」 

 〇相模原市自然環境観察員制度 植物調査グループ 「相模原市立博物館周辺の花ごよみ～２０１７-２０２１年度 

２つの樹林地の比較～」 

 

２ 相模原市古民家園事業  

神奈川県指定重要文化財「旧青柳寺庫裡」を移築・復原した相模原市古民家園において、年間を通して様々な事業を

実施しました。 

 

(１) 五月人形と鯉のぼり 

田名民家資料館のご協力により、園内に五月人形と鯉のぼりを

設置し、来園者に日本の伝統行事である端午の節句の雰囲気を味

わっていただきました。 

  期 間 令和６年４月２０日（土）～５月８日（水） 

  期間中の総来園者 １,９４７名 

 

  

(２) 七夕飾り 

上大島自治会の有志「青い山脈の会」のご協力により、園内に

七夕飾りをした笹竹を設置し、来園者に願い事を書いた短冊を飾

ってもらっていました。 

  期 間 令和６年６月２３日（日）～７月７日（日） 

 期間中の総来園者 １,１３９名 

 

 

 

(３) ひな飾り 

田名民家資料館のご協力により、園内にひな飾りを設置し、来

園者に日本の伝統行事であるひなまつりの雰囲気を味わってい

ただきました。 

  期 間 令和７年２月１１日（火）～３月４日（火） 

 期間中の総来園者 １,８８６名 

 

 

 

 

(４) 古民家園保存・普及事業 

平成１８年８月より文化財調査・普及員の中から古民家園事業実行委員会を組織し、原則毎月第４日曜日の午前中

に古民家園の保存・普及を目的とした事業を、原則月３回古民家園のいろりに火入れをして燻蒸を行いました。 
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古民家園普及事業実施一覧 

事業名 講師など 期日 参加者数 

体験教室「まめ盆栽づくり」 季楽会 ５月２６日 ５５人 

歴史講演会 

｢戦国の相模原に生きた北条氏照の娘、貞心尼｣  
大貫 英明氏 ６月２３日 ２３人 

公演会「響け！和のビート」 太鼓集団「舞彩駒」 ７月２８日 ７７人 

鑑賞会｢古民家園で紙芝居を楽しもう｣  本多 ちかこ氏 ８月２５日 ２６人 

公演会｢古民家園でハワイアン｣  
アイカネハワイアンズ 

レアレアフラ 
９月２２日 ２０人 

工作教室「木の実であそぼう」 古民家園事業実行委員会 １１月２４日 ２４人 

体験教室「正月飾りづくり」 山口 豊氏 ほか2名 １２月２２日 ２６人 

節分行事「みんなで豆まき」 古民家園事業実行委員会 １月２６日 ３０人 

工作教室「おひなさまづくり」 大野 みどり氏 ２月２３日 中止 

鑑賞会「囲炉裏端でおはなし会」 おはなしの森 ３月２３日 １８人 
    

 

 

 

歴史講演会｢戦国の相模原に生きた北条氏照の娘、貞心尼｣ 公演会「響け！和のビート」 

 

 

鑑賞会｢古民家園で紙芝居を楽しもう｣ 体験教室「正月飾りづくり」 

 

３ 旧石器ハテナ館普及事業  

 旧石器ハテナ館では、国指定史跡「田名向原遺跡」の重要性について理解を深め、また歴史や文化財について学んで

いただくため、以下の普及事業を行いました。 

（１）講演会（全２回） 

事業名 講師 期日 人数 

土器のはじまり～日本列島の土器出現の様相～ 小林 謙一 先生  ７月２０日（土） ３９ 

国史跡指定２５周年～田名向原遺跡を語る～ 安蒜 政雄 先生  ２月１５日（土） ５４ 

 



- 22 - 

（２）講座（全１回）  

事業名 講師 期日 人数 

縄文人と岩絵の具の世界 橋本 弘安 先生 ８月 ３日（土） １４ 

 

（３）イベント（全４回） 

事業名   期日 人数 

旧石器ハテナ館まつり（火おこし・弓矢試射体験ほか） １０月１９日（土） １,０００  

川原石のふしぎ～自分だけのお気に入りの石図鑑をつくろう～ １０月２６日（土） １４  

遺跡探訪～田名塩田の旧石器・縄文を探る～ １１月 ９日（土） １８  

ミニ展示（遺跡の宝庫さがみはら～相模原の旧石器時代～） 
 ２月 １日（土） 

～４月 ８日（火） 
２,３８７  

 

（４）特別展示「今月はこの逸品！考古市宝展」（全１２回） 

開催月 内容 来館人数 

４月 朱書き土器（しゅがきどき） ７０８  

５月 仏鉢形土器（ぶっぱつがたどき） １,０６２  

６月 管玉（くだたま） １,６６１  

７月 獣面把手（じゅうめんとって） ９６１  

８月 燈明皿（とうみょうざら） １,２５１  

９月 軽石石製品（かるいしせきせいひん） ７２３  

１０月 畿内系土師器圷（きないけいはじきつき） ２,２５４  

１１月 小柄（こづか） ９２３  

１２月 亀の子型土製品（かめのこがたどせいひん） ６３８  

１月 蛇体装飾付き縄文土器 

（じゃたいそうしょくつきじょうもんどき） 

６７４  

２月 天目茶碗（てんもくちゃわん） １,２２８  

３月 弥生土器（やよいどき） ８６４  

  

（５）月替り体験教室（全１２回） 

事業名 期日 人数 

弓矢づくり ４月・５月 ３３  

土器づくり ６月 ２８  

からむしねじり編みでストラップづくり ７月 ５  

拓本ランプシェードづくり ８月 ７  

火おこし道具づくり（きりもみ・火打ちがね） ９月・１０月 ２７  

銅鏡レプリカづくり １１月 １２  

黒曜石で尖頭器（石器）づくり １２月 １０  

埴輪づくり １月 ３６  

ガラスの玉づくり（津久井の組紐付き） ２月 ３４  

編布（あんぎん）コースターづくり ３月 １４  

 

（６）通年体験教室（全４種類） 

  事業名 延べ人数 

勾玉づくり ４２ 

矢じりづくり ２６ 

魔境づくり １２ 

火おこし体験 ４１ 

 

 

 

考古市宝展ポスター（R７.１） 

土器づくり 

勾玉づくり（完成品） 
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（７）出張授業（全４回、参加人数２５４人）  

６月１０日（月）旭小学校 ６年生 

火おこし体験    ８０人 

７月  ８日（月）作の口小学校 ６年生 

火おこし体験   １３０人 

７月１４日（日）勝坂遺跡活用実行委員会 一般 

勾玉づくり     １５人 

８月１８日（日）あじさいメイツ 一般 

勾玉づくり     ２９人 

 

４ 史跡勝坂遺跡公園普及事業  

国指定史跡「勝坂遺跡」を保存した史跡勝坂遺跡公園において、年間を通して様々な普及事業を実施しました。 

(１) 令和6年度の勝坂遺跡縄文まつり 

新型コロナウイルス感染症のため令和２年度をもって中止となっていた勝坂遺跡縄文まつりを、５年ぶりに開催しまし

た。 

  期  日 令和６年１１月１６日（土）午前１０時～午後１時 

  会  場 史跡勝坂遺跡公園 

  来場者  １.３００人 

  参加団体 勝坂遺跡活用実行委員会、勝坂地区自治会連合会、新磯観光協会、土器づくりの会、鳩川・縄文谷戸の

会、新磯コンシェルジュ、南区役所地域振興課 

   主  管  勝坂遺跡縄文まつり実行委員会 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(２) 勝坂遺跡活用事業 

平成２３年８月より文化財調査・普及員の中から勝坂遺跡活用実行委員会を組織し、原則毎月第２日曜日に勝坂遺跡

の保存・活用を目的とした普及事業と来園者へ遺跡のガイド活動を行いました。 

 ア 普及事業 

勝坂遺跡活用事業実施一覧 

事業名 講師など 期日 参加者数 

講演会｢勝坂を学ぼう！縄文村の日 ｣々 市立博物館学芸員 ５月１２日（日） ２０ 

体験教室｢勾玉作り｣ 旧石器ハテナ館学習指導員 ７月１４日（日） １５ 

体験教室｢土笛づくり｣ 小島三雄（土器づくりの会） ９月８日（日） １４ 

歴史探訪｢人々の暮らしを支えた祈りの跡を訪ねる｣ 実行委員会委員 １２月８日（日） ５ 

体験教室｢野鳥観察会｣ 市立博物館学芸員 １月２１日（日） ２０ 

体験教室｢地形観察｣ 市立博物館学芸員 ３月９日（日） １６ 
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 野鳥観察会チラシ 

 

イ 遺跡のガイド活動 

  原則毎月第2日曜日 参加者 延べ76人 

 

遺跡ガイドポスター 

 

５ 文化財建造物ユニークベニュー事業 

  市内文化財の魅力をより多くの人々に知ってもらうきっかけとするため、文化財をユニークベニュー（特別な場）

として活用する普及事業「さがみはら文化財ユニークベニュー」を実施しています。 

５月には江戸時代の雰囲気ただよう小原宿本陣でハワイの神聖な舞踊・音楽演奏を行い、１０月から１月に実施し

たイベントでは、「あなたと写真と相模原の文化財と～カメラを持って文化財にでかけませんか」をテーマとし、フ

ォトシティさがみはら実行委員会との共催で開催しました。 

（１）小原宿本陣×ハワイアン 

期 日 内 容 参加者数 

５月１８日（土） ハワイアンダンスとハワイアンミュージックバンドの演奏 ７３ 

（２）文化財建造物×写真「あなたと写真と相模原の文化財と～カメラを持って文化財にでかけませんか」 

① 旧中村家住宅 

期 日 内 容 参加者数 

１１月４日（月・祝） プロカメラマンと写す文化財＠旧中村家住宅 １８ 

② 相模原市古民家園 

期 日 内 容 参加者数 

１０月２０日（日） プロカメラマンと写す文化財＠旧青柳寺庫裡 ６ 
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③ 小原宿本陣 

期 日 内 容 参加人数 

１２月１日（日） ミニ写真講座～一生役立つコツ教えます～＠小原宿本陣 １５ 

１２月１日（日） 文化財タイムスリップ～チェキなりきり撮影会～ ３０ 

（３）相模原市立博物館 

期 日 内 容 来場者数 

１月４日（土） 

～１月３１日（金） 

イベント参加者・講師の作品や会場とした文化財施設の概要、 

市内文化財建造物のパネル紹介等 
６,０７４ 

 

  

小原宿本陣×ハワイアン プロカメラマンと写す文化財＠旧中村家住宅 

  

プロカメラマンと写す文化財＠旧青柳寺庫裡 プロカメラマンと写す文化財 作品展 

６ 文化財調査・普及員の活動  

  市民と行政のパートナーシップに基づいて、文化財の保存と活用を図るために発足したボランティア「文化財調査・

普及員」第１期～第１０期の５４名に新しく第１１期生として登録された１０名を加えた合計６４名が在籍していま

す。教育委員会事業のスタッフとしての活動や、文化財パトロールなど活動を行いました。 

(１) 教育委員会主催事業への参加 

 ア 市民調査員として参加（発掘調査講習会修了者） 

  ○津久井城跡測量・発掘調査・発掘調査速報展 

 イ スタッフ活動（準備・受付・参加者誘導など） 

  ○旧石器ハテナ館まつり、勝坂遺跡縄文まつり 

  〇相模原市民俗芸能大会 

  ○有志による実行委員会形式での市からの委託事業 

   ①古民家園保存・普及事業 

    ・古民家園のいろりによる燻蒸（月３回 第２・第３・第４金曜日） 
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    ・毎月第４日曜日に各種普及事業を開催 

   ②田名向原遺跡案内・普及事業 

    ・原則毎月第１～４日曜日の定期案内・解説 

    ・団体見学時の案内・解説 

    ・解説時の来園者の現状把握 

    ・遺跡公園周辺文化財の普及 

   ③勝坂遺跡公園活用事業 

    ・第２日曜日に各種普及事業を開催（全６回） 

    ・事業実施後の定期案内・解説 

    ・団体見学時の案内・解説 

(２) 調査・普及員の自主活動 

 ア 地域班などでの文化財パトロール（災害時と年１回以上） 

   六つの地域班により実施（３月に報告）。 

 イ 分野別グループでの調査・研究 

   二つの分野別グループ（考古、地名・古道）ごとに活動。 

 ウ 運営・広報グループ会議 

   事業の企画検討及び課題の確認、文化財通信『さねさし』の編集 

 エ 全体会 

  ○文化財パトロール結果報告、活動成果報告 

 オ 広報グループによる文化財通信『さねさし』の発行 

   第４６号（令和７年３月２８日） 

（３）埋蔵文化財出土品整理作業市民協働事業への参加 

   未整理となっている発掘調査出土品について、早期に資料

化を図り、公開活用できるよう、市民協働による埋蔵文化財

出土品整理作業を令和３年６月より新規に開始しました。そ

の担い手として、文化財調査・普及員の考古班と連携し、毎

月第２・４木曜日に遺跡や遺物の学習を交えながら、遺物洗

いや分類などの整理作業を進めています。 

  作業場所   旧石器ハテナ館 実習・講習室 

  整理対象   川尻中村遺跡第4地点 

  参加者数累計 ６０人 

 

７ 文化財保護団体の活動  

（１）相模原市民俗芸能保存協会 

会  長 篠崎 重雄 

構成団体 １０団体     

大島諏訪明神獅子舞保存会、下九沢御嶽神社獅子舞保存会、田名八幡宮獅子舞保存会、ぼうち唄保存会、 

大沼土窯搗き唄保存会、新田名音頭保存会、長徳寺盆踊保存会、藤野歌舞伎保存会、上溝シャンソン保存
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会、麻溝ごぼう音頭保存会 

主な活動  地域の例大祭や祭りなどの各種行事、小・中学校の授業への協力や、民俗芸能大会を通じ、地域文化の

向上に寄与するため活動をしています。 

機 関 誌 『さがみはらの民俗芸能 第４６号 －語り継ごう わたしのまちの伝統芸能－』３５０部刊行 

パンフレット 相模原市民俗芸能協会をより多くの方に知ってもらうために相模原市民俗芸能保存協会のPRパンフレット

を３００部刊行しました。 

（２）相模原市文化財研究協議会 

 会  長 大貫 英明 

構成団体 ３団体 

相原の歴史をさぐる会、相模原郷土懇話会、旧笹野家住宅を考える会 

主な活動  郷土の文化財について研究し、その愛護と普及に努めるとともに、学習会（公開講演会）や文化財探訪

の実施等を通じ、団体相互の連絡と協調を図る活動を続けています。 

機 関 誌 『相模原の自然と文化 第４５号』刊行 

事  業 文化財探訪の開催 

 

【第１回】 

開催日 令和６年１０月２７日 

名 称 文化財探訪「勝坂遺跡を巡る」 

コース 史跡勝坂遺跡公園、有鹿神社奥宮、旧中村家住宅 

案 内 相模原市文化財研究協議会 会長 大貫 英明 

参加者 ３９人   

   

【第２回】 

開催日 令和６年１２月１４日 

名 称 文化財探訪「津久井城を巡る」 

 コース 県立津久井湖城山公園パークセンター及び公園内の津久井城遺構各所 

 案 内 津久井湖城山公園 園長 野口 浩史 

参加者 ９人 

 

 

「勝坂遺跡を巡る」の様子 

 

 

「津久井城を巡る」の様子 
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８ その他の主な普及事業  

（１）文化財保護ポスター展 

  神奈川県教育委員会主催の文化財保護ポスターのうち、相

模原市内の市立中学校生徒の入賞作品及び応募作品を展示

しました。 

 期 間 令和７年１月２５日（土）～２月９日（日）   

 会 場 旧石器ハテナ館 

 展示数 １８点(５校) 

 

 

  

（２）文化財ホームページ等の充実 

 古民家園や旧石器ハテナ館、史跡勝坂遺跡公園などの文化財関連施設等の情報を更新しました。 

また、インスタグラムを活用し、文化財・文化財イベント情報を５１件発信しました。 

（３）文化財×博物館連携事業 ～古民家でおひな様 春のおでかけスタンプラリー～ 

 文化財建造物を中心に、相模原の歴史や文化について紹介している施設のうち８施

設を会場として、ひな人形の展示と各施設を巡るスタンプラリーを開催しました。ひな

まつりの風習や相模原の文化の解説パネルの展示、古民家園では着物などを羽織れる

フォトスポットの設置を行い、会場となる文化財建造物に訪れていただくことで、郷土

の歴史や文化を学ぶ機会としました。 

期 間 令和７年２月１１日（火）～令和７年３月４日（火） 

会 場 相模原市古民家園、小原宿本陣、小原の郷、旧石器ハテナ館、 

吉野宿ふじや、市立博物館、相模田名民家資料館、久保田酒造 

主 催 相模原市教育委員会（文化財保護課、博物館）、 

共 催 田名財産管理委員会 

協 力 久保田酒造株式会社、小原宿活性化推進会議 

実 績 ２２２人（記念品配布数※８施設中６施設のスタンプを集めた方に配布） 

    

相模原市古民家園 
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小原宿本陣 

旧石器ハテナ館 相模田名民家資料館 

  

久保田酒造 

 

(４)自治体間連携事業  

ア 日野市×相模原市 「甲州道中本陣連携事業」 

江戸幕府により整備された五街道の一つ甲州道中（甲州街道）の内、文化財建造物として本陣建物が東京都内に唯一

現存する日野宿本陣（日野市）と、神奈川県内に東海道含めて唯一現存する小原宿本陣（相模原市）に焦点をあて、日

野市との自治体間連携事業として展示・教育普及事業を複合的に展開しました。 

ア）甲州道中歴史講座 

 会 場 相模原市立博物館 大会議室 
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第１回講座 令和６年１０月２０日（日）  

演 題 相模国甲州道中と小原宿本陣 

 講 師 原 和之さん（相模原市立博物館 調査員） 

 参加者 ３４人 

第２回講座 令和６年１１月１７日（日） 

  演 題 武蔵国甲州道中と日野宿本陣 

  講 師 金野 啓史さん（日野市ふるさと文化財課課長） 

  参加者 ３４人 

 第３回講座 令和６年１２月２２日（日） 

  演 題 建築史からみた本陣建物 

  講 師 海老澤 模奈人さん（東京工芸大学教授） 

  参加者 ５６人 

 第４回講座 令和７年１月１９日（日） 

  演 題 江戸幕府の五街道政策と甲州道中 

  講 師 菅原 一さん（国文学研究資料館 研究員） 

  参加者 ８４人 

イ）その他 

  日野市では、日野市立新選組のふるさと歴史館特別展「甲州道中日野宿と本陣」を開催し、関連事業として日野

宿本陣・小原宿本陣の現地説明会を開催。相模原市立博物館では、ミニ展示・巡回展「甲州道中と明治天皇巡幸」

を博物館エントランス及び吉野宿ふじやで開催し、相互に甲州道中の歴史や文化財を普及する事業を展開しました。 

 

イ 町田市×相模原市 自治体間連携埋蔵文化財活用事業 

「まちの歴史、さがしてみました ～まちさが考古学講座～」 

町田市と相模原市の間を流れる境川両岸には縄文時代や古代の遺跡を中心に、

様々な時代の遺跡が広がっており、両自治体間で埋蔵文化財活用事業による交流

を深め,広く両市民が境川沿いの歴史や文化について、考古学的成果に基づいて

正しく学べる機会として、講座・展示とその解説を行いました。 

期 日 令和７年３月９日(日) 

会 場 相模原市立博物館 大会議室・ホワイエ 

参加者 １５０人 

主 催 町田市教育委員会・相模原市教育委員会 

講 座 ① 境川沿いの地形と遺跡分布（相模原市文化財保護課 中川真人） 

    ② 旧石器時代～縄文時代の境川左岸の遺跡（町田市生涯学習総務課 

大塚惟子） 

    ③ 旧石器時代～縄文時代の境川右岸の遺跡（相模原市立博物館 長澤有史） 

    ④ 古墳時代から平安時代の境川左岸の遺跡（町田市生涯学習総務課 後藤貴之） 

    ⑤ 古墳時代から平安時代の境川右岸の遺跡（相模原市文化財保護課 内田真一郎） 

展 示 町田市・相模原市の講座内容に関連した主な遺跡の出土品をホワイエにて展示 
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（５）講師派遣 

派遣月日 内容 主催団体等 参加者 

４月２５日 文化財案内解説（向原～小倉～久保沢） 文化財調査・普及員 考古班 １１ 

７月１１日 講座「山岳信仰の初源と考古学」 文化財調査・普及員 考古班 １１ 

９月１２日 講座「宮上横山線道路改良事業における発掘調査の成果」 文化財調査・普及員 考古班 １３ 

１２月２１日 小原宿本陣見学会 日野市教育委員会 ２０ 

１月１８日 講座「相模野台地の縄文ムラ」 神奈川県埋蔵文化財センター １７６ 

 

（６）発掘調査現地説明会 

市内で実施された遺跡の発掘調査において、調査状況を現地で一般公開しました。 

  〇津久井城跡城坂曲輪群７号曲輪 

 概  要 相模原市教育委員会、市立博物館、公益財団神奈川県公園協会と、それぞれに所属する市民ボランティ

アにより進める津久井城跡市民協働調査にて、戦国時代を中心とした調査成果の現地説明会を開催しま

した。開催日を公園イベントに合わせることで幅広い客層に来跡頂き、出土遺物の紹介では城坂曲輪群

５号曲輪の庭園遺構での出土品（博物館資料）も展示・解説しました。 

 主  催 相模原市教育委員会（文化財保護課、市立博物館）、公益財団法人神奈川県公園協会 

 会  場 津久井城跡城坂曲輪群７号曲輪（神奈川県立津久井湖城山公園内） 

 開催日時 令和６年１１月２３日（土・祝） 

 参 加 者 １４０人 

   

 

発掘調査現場解説 

 

展示遺物見学状況 

 

（７）教育委員会共催後援名義使用 

以下の事業の共催・後援申請に対し、承認を行いました。 

事業日 事業名 申請団体 形態 参加人数 

４月２９日 相模原市邦楽連盟１０周年記念演奏会 

和響爛漫 

相模原市邦楽連盟 後援 ３１人 

５月１８日 おばらまるしぇ 小原宿活性化推進会議 後援 ３５０人 

５月２６日 令和６年度 相模原市文化財研究協議会 

公開講演会 

相模原市文化財研究協議会 共催 ５０人 

１１月３日 市政施行７０周年 

「第２８回甲州街道小原宿本陣祭」 

甲州街道小原宿本陣祭実行委員会 後援 ５５００人 

１２月８日 ２０２４ きらめくふるさと  

かながわ民俗芸能祭 

神奈川県民俗芸能保存協会 後援 ３３６人 
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９ ボランティア参加者数一覧 

各事業へのボランティア参加者数は以下の通りです。 

  団体 人数 備考（積算方法、内訳等） 

文化財パトロール 文化財調査・普及員 ２９４ 
実施延べ人数（パトロール1

回にかかる人数の積み上げ） 

古民家園 古民家園事業実行委員会 ９７ 

①囲炉裏での燻蒸 

 延べ５８名 

②普及事業    

 延べ３９名 

旧石器ハテナ館 田名向原遺跡案内・普及実行委員会 ２８２ 

①定期案内  

延べ２４５名 

②団体等案内  

延べ１２名 

③ハテナ館まつり 

延べ２５名 

勝坂遺跡公園 勝坂遺跡活用実行委員会 １２５  

津久井城跡市民協働調査 津久井城市民調査グループ ９２ 発掘・展示準備のみ 

市内遺跡（遺物整理ほか） 文化財調査・普及員 考古班 １２７  

民俗芸能保存協会   ０   

文化財研究協議会 ― ０   

笹野家住宅（考える会） 旧笹野家住宅を考える会 １５４  

合 計   １１７１   
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付表1 相模原市内の指定・登録文化財数内訳 （令和7年3月31日現在） 

類型 種別 
相模原市 神奈川県 

指定 

国指定 
国登録 合計 

指定 登録 重要 国宝・特別 

有形文化財 

建 造 物 7 12 3 1   10 33 

絵 画 3   3       5 

彫 刻 16           16 

工 芸 品 1   1 2     4 

書 跡             0 

典 籍             0 

古 文 書 4           4 

考古資料 16   2       18 

歴史資料 10 12         22 

無形文化財 
演劇・音楽・ 

工芸技術等 
           0 

民俗文化財 

無形民俗文化財用の衣

服・器具等（有形） 
1 26        27 

風俗慣習・民俗芸能等

（無形） 
2 4 3      9 

記  念  物 

遺跡（史跡） 6 17   4    27 

名勝地（名勝）   1        1 

動植物、地質鉱物 

（天然記念物） 
1 3 5 2 2  14 

合 計 67 75 17 9 2 10 180 

斜線部：文化財保護法上の規定なし 

※文化財保護法（昭和25年法律第214号）第２条第1項第5号及び第6号に掲げる＜文化的景観＞＜伝統的建造物群＞に 

ついては、県及び市条例上に定めがなく、また県域における国選定例も存在しないことから割愛した（類型枠から除外）。 

付表2 指定・登録文化財一覧 （令和7年3月31日現在） 

 指定文化財一覧（指定別）：国指定11件、県指定17件、市指定67件       
指定 名称など 種別など 指定年月日 

国 

石井家住宅 附 古図1枚 重要文化財(建造物) 昭和46.12.28 

太刀 銘 定吉 重要文化財(工芸品) 昭和24. 2.18 

短刀 銘 賀州住真景 貞治六年月日 重要文化財(工芸品) 昭和30. 6.22 

寸沢嵐石器時代遺跡 史跡(その他の遺跡) 昭和 5.11.19 

川尻石器時代遺跡 史跡(その他の遺跡) 昭和 6. 7.31 

    (追加)平成13. 1.29 

    (追加)平成16. 9.30 

    (追加)平成18. 7.28 

    (追加)令和 2. 3.10 

勝坂遺跡 史跡(その他の遺跡) 昭和49. 7. 2 

    (追加)昭和55.10.22 

    (追加)昭和59. 1.11 

    (追加)平成18. 1.26 

    (追加)令和元.10.16 

田名向原遺跡 史跡(その他の遺跡) 平成11. 1.28 

オオサンショウウオ 特別天然記念物(動物) 昭和27. 3.29 

カモシカ 特別天然記念物(動物) 昭和30. 3.15 

ミヤコタナゴ 天然記念物(動物)   昭和49. 6.25 

ヤマネ 天然記念物(動物) 昭和50. 6.26 

県 

旧青柳寺庫裡 重要文化財(建造物) 昭和56. 7.17 

小原宿本陣 重要文化財(建造物) 平成 8. 2.13 

石楯尾神社本殿 重要文化財(建造物) 平成 8. 2.13 

紙本淡彩 十六羅漢図 久隅守景筆 重要文化財(絵画) 昭和33. 1.14 

絹本著色 熊野権現影向図 重要文化財(絵画) 昭和34. 3. 6 

絹本著色 夢窓疎石像 重要文化財(絵画) 平成19. 2. 9 
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鰐口（普門寺）    重要文化財(工芸品) 昭和44.12. 2 

津久井郡三ヶ木遺跡出土品 重要文化財(考古資料) 昭和36. 3.14 

相模原市田名向原遺跡の住居状遺構出土の旧石器時代石器群 重要文化財(考古資料) 平成22. 2. 5 

下九沢の獅子舞 無形民俗文化財(民俗芸能) 昭和51.10.19 

大島の獅子舞 無形民俗文化財(民俗芸能) 昭和51.10.19 

鳥屋の獅子舞 無形民俗文化財(民俗芸能) 昭和51.10.19 

諏訪神社の大杉 天然記念物(植物) 昭和28.12.22 

石楯尾神社（名倉）の二本杉と社叢 天然記念物(植物) 昭和47. 2.25 

キマダラルリツバメとその生息地 天然記念物(動物) 昭和52.11.18 

カタクリの自生地 天然記念物(植物) 昭和53. 6.23 

ギフチョウとその生息地  天然記念物(動物) 昭和57.12.28 

市 

無量光寺山門 有形文化財(建造物) 平成13. 4. 1 

観音寺の仁王門 有形文化財(建造物) 平成19. 4. 1 

鳥屋諏訪神社本殿 附 安永四年棟札1枚 有形文化財(建造物) 平成19. 4. 1 

    (追加)平成23. 4. 1 

大石神社の神楽殿 有形文化財(建造物) 平成21. 7.27 

牛鞍神社本殿 附 棟札1枚 有形文化財(建造物) 平成22. 4. 1 

大谷家旧主屋（清兵衛新田開拓農家） 有形文化財(建造物) 平成26. 4. 1 

亀ヶ池八幡宮旧本殿 附 文禄五年棟札１枚 有形文化財(建造物) 平成28. 4. 1 

宗祐寺の涅槃図 有形文化財(絵画) 平成19. 4. 1 

牧野山蓮乗院の両界曼荼羅図 有形文化財(絵画) 平成20. 4. 1 

紙本著色 飯縄権現像 有形文化財(絵画) 令和 6. 4. 1 

木造 一遍上人立像 有形文化財(彫刻) 平成13. 4. 1 

木造 不動明王坐像 有形文化財(彫刻) 平成13. 4. 1 

木造 神像坐像 有形文化財(彫刻) 平成13. 4. 1 

木造 不動明王坐像 有形文化財(彫刻) 平成13. 4. 1 

木造 弁才天坐像 有形文化財(彫刻)   平成13. 4. 1 

顕鏡寺の木造阿弥陀如来坐像 有形文化財(彫刻) 平成19. 4. 1 

福寿院の木造薬師如来坐像 有形文化財(彫刻) 平成20. 4. 1 

浄禅寺の木造十一面観音坐像 附 鞘仏・木造十一面観音坐像 有形文化財(彫刻) 平成20. 4. 1 

八幡神社の銅造聖観音菩薩立像 有形文化財(彫刻) 平成20. 4. 1 

桂林寺の石造地蔵菩薩坐像 有形文化財(彫刻) 平成20. 4. 1 

浄光寺の木造阿弥陀如来坐像 有形文化財(彫刻) 平成20. 4. 1 

普門寺の木造聖観音菩薩立像 有形文化財(彫刻) 平成20. 4. 1 

井原寺の木造聖観音菩薩立像 有形文化財(彫刻) 平成22. 4. 1 

小原・桂林寺の木造阿弥陀如来立像 有形文化財(彫刻) 平成29. 4. 1 

友林寺の鉄造聖観音菩薩立像 有形文化財(彫刻) 令和 4. 9.30 

祥泉寺の木造阿弥陀如来立像・木造薬師如来立像・木造千手観

音立像 
有形文化財(彫刻) 令和 4. 9.30 

小原 日天社の鰐口 有形文化財（工芸品） 令和 6. 4. 1 

長松寺文書 有形文化財(古文書) 平成13. 4. 1 

無量光寺文書 有形文化財(古文書) 平成13. 4. 1 

当麻郷野帳 有形文化財(古文書) 平成13. 4. 1 

光明寺文書 有形文化財(古文書) 平成21. 7.27 

田名坂上遺跡出土三彩小壺  有形文化財(考古資料) 平成16. 4. 1 

田名塩田遺跡群出土黒曜石原石 有形文化財(考古資料) 平成24. 4. 1 

勝坂遺跡出土縄文時代草創期遺物 有形文化財(考古資料) 平成24. 4. 1 

当麻東原古墳及び東原遺跡出土品 有形文化財(考古資料) 平成24. 4. 1 

矢掛・久保遺跡出土品 有形文化財(考古資料) 平成24. 4. 1 

勝坂有鹿谷祭祀遺跡出土の祭祀遺物 有形文化財(考古資料) 平成25. 4. 1 

下森鹿島遺跡第Ⅲ文化層出土の石核 有形文化財(考古資料) 平成26. 4. 1 

橋本遺跡出土の土偶 有形文化財(考古資料) 平成26. 4. 1 

寺原遺跡出土の線刻画土器 有形文化財(考古資料) 平成26. 4. 1 

田名塩田遺跡群出土のクルミ形土器 有形文化財(考古資料) 平成28. 4. 1 

勝坂遺跡Ｄ区出土のマメ圧痕土器 有形文化財(考古資料) 平成28. 4. 1 

田名半在家遺跡Ｇ地点出土の龍文鏡 有形文化財(考古資料) 平成28. 4. 1 

田名塩田遺跡群出土の真脇式土器 有形文化財(考古資料) 平成30. 9.30 

県 
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中野大沢出土の弥生土器 有形文化財(考古資料) 平成30. 9.30 

苦久保遺跡第3地点出土の朱書土器 有形文化財(考古資料) 平成30. 9.30 

大日野原遺跡出土の土偶付深鉢形土器及び人体文深鉢形土器 有形文化財(考古資料) 令和元. 9.30 

中和田延文四年の板碑(双碑) 有形文化財(歴史資料) 平成13. 4. 1 

上矢部乾元二年の画像板碑 有形文化財(歴史資料) 平成13. 4. 1 

蓮乗院の順席 有形文化財(歴史資料) 平成14. 4. 1 

相澤日記 有形文化財(歴史資料) 平成15. 4. 1 

上溝正応五年の板碑 有形文化財(歴史資料) 平成16. 4. 1 

相模野周辺三十六ヵ村入会絵図 有形文化財(歴史資料) 平成17. 4. 1 

小泉道場神文血判帳並びに序目録 有形文化財(歴史資料) 平成17. 4. 1 

相州津久井領絵図（平本家本） 有形文化財(歴史資料) 平成19. 4. 1 

築井古城記碑 有形文化財(歴史資料) 平成19. 4. 1 

沢井延文六年の阿弥陀三尊来迎像陽刻板碑 有形文化財(歴史資料) 平成20. 4. 1 

村富神社の獅子頭  
有形民俗文化財(民俗芸能用

器具) 
平成13. 4. 1 

田名八幡宮の的祭 無形民俗文化財(風俗慣習) 平成13. 4. 1 

相模の大凧揚げ 無形民俗文化財(風俗慣習) 平成22. 4. 1 

無量光寺境内及び笈退の遺跡 史跡(その他の遺跡) 平成13. 4. 1 

惣吉稲荷境内 史跡(その他の遺跡) 平成13. 4. 1 

当麻谷原古墳（1号墳） 史跡(古墳) 平成13. 4. 1 

当麻東原古墳 史跡(古墳) 平成13. 4. 1 

相模野基線北端点 史跡(その他の遺跡) 平成13. 4. 1 

龍像寺の岡野氏墓地 史跡(その他の遺跡)  平成14. 4. 1 

城山のウラジロガシ 天然記念物 平成21. 7.27 

 

国登録有形文化財一覧：10件   

名  称  な  ど 種  別  な  ど 登録年月日 

横浜市水道局青山水源事務所旧青山取水口 有形文化財（建造物） 平成10.10. 9 

横浜市水道局青山水源事務所旧青山沈殿池 有形文化財（建造物） 平成10.10. 9 

中村家住宅主屋 有形文化財（建造物） 平成18．3. 2 

神原家住宅長屋門 有形文化財（建造物） 平成18.10.18 

遠藤家住宅主屋 有形文化財（建造物） 平成18.10.18 

遠藤家住宅衣装蔵 有形文化財（建造物） 平成18.10.18 

遠藤家住宅穀蔵 有形文化財（建造物） 平成18.10.18 

和智家住宅主屋 有形文化財（建造物） 平成18.10.18 

旧笹野家住宅主屋 有形文化財（建造物） 平成27.11.17 

旧笹野家住宅長屋門 有形文化財（建造物） 平成27.11.17 
   

市登録文化財一覧：75件   
   

名  称  な  ど 種別など 登録年月日 

清水家旧主屋・長屋門 有形文化財(建造物) 平成13. 4. 1 

福田家の長屋門 有形文化財(建造物) 平成14. 4. 1 

牛久保家の長屋門 有形文化財(建造物) 平成15. 4. 1 

畑地かんがい用水東西分水工 有形文化財(建造物) 平成15. 4. 1 

畑地かんがい用水大野支線 有形文化財(建造物) 平成15. 4. 1 

旧陸軍通信学校将校集会所(相模女子大学第1本部棟) 有形文化財(建造物) 平成15. 4. 1 

宝泉寺の石灯籠 有形文化財(建造物) 平成20. 4. 1 

普門寺の観音堂 有形文化財(建造物) 平成20. 4. 1 

川尻八幡宮の春日神社本殿 有形文化財(建造物) 平成20. 4. 1 

川尻八幡宮本殿 有形文化財(建造物) 平成20. 4. 1 

吉野宿ふじや 有形文化財(建造物) 平成26. 4. 1 

小倉橋 有形文化財(建造物) 平成27. 4. 1 

清兵衛新田開墾記念碑 有形文化財(歴史資料) 平成13. 4. 1 

幸延寺の古銭 有形文化財(歴史資料) 平成15. 4. 1 

旗本大岡義成夫妻の墓碑 有形文化財(歴史資料) 平成16. 4. 1 

新磯学校木扁額 有形文化財(歴史資料) 平成17. 4. 1 

市 
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上溝学校木扁額 有形文化財(歴史資料) 平成17. 4. 1 

下九沢小泉家の芭蕉句碑 有形文化財(歴史資料) 平成17. 4. 1 

下九沢八坂神社の芭蕉句碑 有形文化財(歴史資料) 平成17. 4. 1 

上溝本町の芭蕉句碑 有形文化財(歴史資料) 平成17. 4. 1 

伝津久井城主内藤氏の墓 有形文化財(歴史資料) 平成19. 4. 1 

宝泉寺の板碑 有形文化財(歴史資料) 平成20. 4. 1 

力士追手風喜太郎寄進の四神 有形文化財(歴史資料) 平成20. 4. 1 

旧陸軍電信第一連隊 電信神社碑及び奠営訓辞碑 有形文化財(歴史資料) 平成27. 4. 1 

相原正泉寺の徳本念仏塔 有形民俗文化財(風俗慣習用物件) 平成16. 4. 1 

橋本の徳本念仏塔 有形民俗文化財(風俗慣習用物件) 平成16. 4. 1 

淵野辺龍像寺の徳本念仏塔 有形民俗文化財(風俗慣習用物件) 平成16. 4. 1 

大島長徳寺の徳本念仏塔 有形民俗文化財(風俗慣習用物件) 平成16. 4. 1 

大島日々神社の徳本念仏塔 有形民俗文化財(風俗慣習用物件) 平成16. 4. 1 

下九沢六地蔵の徳本念仏塔 有形民俗文化財(風俗慣習用物件) 平成16. 4. 1 

下九沢宮下の徳本念仏塔 有形民俗文化財(風俗慣習用物件) 平成16. 4. 1 

田名山王坂の徳本念仏塔 有形民俗文化財(風俗慣習用物件) 平成16. 4. 1 

田名南光寺の徳本念仏塔 有形民俗文化財(風俗慣習用物件) 平成16. 4. 1 

上溝観音堂の徳本念仏塔 有形民俗文化財(風俗慣習用物件) 平成16. 4. 1 

上溝久保ヶ谷戸根岸家墓地の徳本念仏塔 有形民俗文化財(風俗慣習用物件) 平成16. 4. 1 

無量光寺の徳本念仏塔 有形民俗文化財(風俗慣習用物件) 平成16. 4. 1 

下溝古山の徳本念仏塔 有形民俗文化財(風俗慣習用物件) 平成16. 4. 1 

大島上台の徳本念仏塔 有形民俗文化財(風俗慣習用物件) 平成23. 4. 1 

小倉宮原の徳本念仏塔 有形民俗文化財(風俗慣習用物件) 平成23. 4. 1 

原宿地蔵堂の徳本念仏塔 有形民俗文化財(風俗慣習用物件) 平成23. 4. 1 

久保沢観音堂の徳本念仏塔 有形民俗文化財(風俗慣習用物件) 平成23. 4. 1 

谷ヶ原大正寺の徳本念仏塔 有形民俗文化財(風俗慣習用物件) 平成23. 4. 1 

小松薬師堂の徳本念仏塔 有形民俗文化財(風俗慣習用物件) 平成23. 4. 1 

太井大蔵寺の徳本念仏塔 有形民俗文化財(風俗慣習用物件) 平成23. 4. 1 

三井の徳本念仏塔 有形民俗文化財(風俗慣習用物件) 平成23. 4. 1 

中野清雲庵の徳本念仏塔 有形民俗文化財(風俗慣習用物件) 平成23. 4. 1 

中野友林寺の徳本念仏塔 有形民俗文化財(風俗慣習用物件) 平成23. 4. 1 

寸沢嵐沼本の徳本念仏塔 有形民俗文化財(風俗慣習用物件) 平成23. 4. 1 

梅宗寺の百観音 有形民俗文化財(風俗慣習用物件) 平成23. 4. 1 

久保沢観音堂の百体観音 有形民俗文化財(風俗慣習用物件) 平成23. 4. 1 

上溝のぼうち唄 無形民俗文化財(民俗芸能) 平成13. 4. 1 

大沼の土窯つき唄 無形民俗文化財(民俗芸能) 平成13. 4. 1 

田名八幡宮の獅子舞 無形民俗文化財(民俗芸能) 平成13. 4. 1 

藤野の村歌舞伎 無形民俗文化財(民俗芸能) 平成21. 7.27 

橋本の棒杭(大山道道標) 史跡(その他の遺跡) 平成13. 4. 1 

照手姫伝説伝承地 史跡(その他の遺跡) 平成13. 4. 1 

でいらぼっち伝説伝承地 史跡(その他の遺跡) 平成13. 4. 1 

元橋本遺跡 史跡(その他の遺跡) 平成14. 4. 1 

上磯部の土塁 史跡(その他の遺跡) 平成14. 4. 1 

新田稲荷神社の呼ばわり山 史跡(その他の遺跡) 平成14. 4. 1 

烏山領制札場跡 史跡(その他の遺跡) 平成14. 4. 1 

内藤清成陣屋跡 史跡(その他の遺跡) 平成17. 4. 1 

烏山用水の石積み 史跡(その他の遺跡) 平成17. 4. 1 

万平穴 史跡(その他の遺跡) 平成17. 4. 1 

新戸の掲示場跡 史跡(その他の遺跡) 平成18. 4. 1 

新戸の一里塚 史跡(その他の遺跡) 平成18. 4. 1 

大島中ノ郷のヤツボ 史跡(その他の遺跡) 平成18. 4. 1 

大島水場のヤツボ 史跡(その他の遺跡) 平成18. 4. 1 

溝口桂巌ゆかりの地 史跡(その他の遺跡) 平成19. 4. 1 

千部塚伝承地 史跡(その他の遺跡) 平成21. 7.27 

大島古清水上組のヤツボ 史跡(その他の遺跡) 平成25. 4. 1 

旧陸軍通信学校将校集会所庭園(相模女子大学フランス庭園) 名勝(庭園) 平成15. 4. 1 

勝坂の照葉樹林 天然記念物(植物) 平成13. 4. 1 

勝坂のホトケドジョウ 天然記念物(動物) 平成15. 4. 1 
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城山御林の「江川ヒノキ」 天然記念物(植物) 平成27. 4. 1 

   
付表３ 補助金・奨励金交付一覧 

区
分 種別など 対象文化財 金額（円） 

市
指
定
文
化
財 

有形文化財(建造物） 6件 

無量光寺山門、観音寺の仁王門、鳥屋諏訪神社本殿 附 安永四年棟

札1枚、大石神社の神楽殿、牛鞍神社本殿 附 棟札1枚、亀ヶ池八

幡宮旧本殿 附 文禄五年棟札１枚 

各50,000 

有形文化財(建造物以外） 28件 

木造一遍上人立像、木造不動明王坐像（下溝八幡宮）、木造神像坐

像、木造不動明王坐像（磯部八幡宮）、木造弁才天坐像、長松寺文

書、無量光寺文書、中和田延文四年の板碑（双碑）、上矢部乾元二年

の画像板碑、蓮乗院の順席、相澤日記、上溝正応五年の板碑、宗祐寺

の涅槃図、顕鏡寺の木造阿弥陀如来坐像、築井古城記碑、牧野山蓮乗

院の両界曼荼羅図、福寿院の木造薬師如来坐像、浄禅寺の木造十一面

観音坐像 附 鞘仏・木造十一面観音坐像、八幡神社の銅造聖観音菩

薩立像、桂林寺の石造地蔵菩薩坐像、浄光寺の木造阿弥陀如来坐像、

普門寺の木造聖観音菩薩立像、沢井延文六年の阿弥陀三尊来迎像陽刻

板碑、井原寺の木造聖観音菩薩立像、小原・桂林寺の木造阿弥陀如来

立像、中野友林寺の鉄造聖観音菩薩立像、祥泉寺の木造阿弥陀如来立

像・木造薬師如来立像・木造千手観音菩薩立像、小原日天社の鰐口 

各20,000 

無形民俗文化財 2件 田名八幡宮の的祭、相模の大凧揚げ 各135,000 

有形民俗文化財 1件 村富神社の獅子頭 20,000 

史跡（1,000㎡以上） 1件 無量光寺境内及び笈退の遺跡 40,000 

史跡（1,000㎡未満） 2件 惣吉稲荷境内、龍像寺の岡野氏墓地 各30,000 

小計 40件 ※同一の所有者等に対する交付額は135,000円を超えない額とする。 1,240,000 

市
登
録
文
化
財 

有形文化財（建造物） 8件 

清水家旧主屋・長屋門、福田家の長屋門、牛久保家の長屋門、畑地か

んがい用水東西分水工、宝泉寺の石灯籠、普門寺の観音堂、川尻八幡

宮の春日神社本殿、川尻八幡宮本殿 

各35,000 

有形文化財（建造物以外） 8件 

清兵衛新田開墾記念碑、幸延寺の古銭、旗本大岡義成夫妻の墓碑、下

九沢小泉家の芭蕉句碑、下九沢八坂神社の芭蕉句碑、上溝本町の芭蕉

句碑、伝津久井城主内藤氏の墓、宝泉寺の板碑 

各15,000 

無形民俗文化財 4件 
上溝のぼうち唄、大沼の土窯つき唄、田名八幡宮の獅子舞、藤野の村

歌舞伎 
各90,000 

有形民俗文化財 22件 

相原正泉寺の徳本念仏塔、橋本の徳本念仏塔、淵野辺龍像寺の徳本念

仏塔、大島長徳寺の徳本念仏塔、大島日々神社の徳本念仏塔、下九沢

六地蔵の徳本念仏塔、下九沢宮下の徳本念仏塔、上溝観音堂の徳本念

仏塔、上溝久保ヶ谷戸根岸家墓地の徳本念仏塔、下溝古山の徳本念仏

塔、無量光寺の徳本念仏塔、原宿地蔵堂の徳本念仏塔、小倉宮原の徳

本念仏塔、久保沢観音堂の徳本念仏塔、谷ヶ原大正寺の徳本念仏塔、

久保沢観音堂の百体観音、小松薬師堂の徳本念仏塔、太井大蔵寺の徳

本念仏塔、三井の徳本念仏塔、寸沢嵐沼本の徳本念仏塔、梅宗寺の百

観音、中野友林寺の徳本念仏塔 

各15,000 

史跡(1,000㎡以上) 1件 上磯部の土塁 30,000 

史跡（1,000㎡未満） 8件 

橋本の棒杭（大山道道標）、新田稲荷神社の呼ばわり山、内藤清成陣

屋跡、烏山用水の石積み、万平穴、大島水場のヤツボ、千部塚伝承

地、大島古清水上組のヤツボ 

各20,000 

小計 51件 
※市と共有している文化財については総額から按分した額を交付し

た。 
1,250,000 

団
体 

文化財保護団体 2件 
相模原市民俗芸能保存協会 118,000 

相模原市文化財研究協議会 75,000 

無形民俗文化財保護団体 3件 大島の獅子舞、下九沢の獅子舞、鳥屋の獅子舞 各90,000 

小計 5件   463,000 

  合計 96件   2,953,000 
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付表４ 刊行物一覧 

  令和6年度は、下記の調査報告書等を刊行しました。 

書 名  発行部数 

田名堀ノ内遺跡第14地点 発掘調査報告書 300 

田名坂上遺跡 第10地点 発掘調査報告書 300 

相原八幡西遺跡 第5地点 発掘調査報告書 300 

旧笹野家住宅付属建物解体・記録保存調査報告書 300 

 

令和６年度中、下記の資料を行政資料コーナーで販布しました。 

書  名 
価格
（円） 

 書  名 
価格
（円） 

相模原市文化財年報 平成30年度の成果 1,060   文化財調査書「郷土さがみこ」第7集銘木調査
編 

1,050 

相模原市文化財年報 平成29年度の成果 970  文化財調査書「郷土さがみこ」第8集史跡編 900 

相模原市文化財年報 平成28年度の成果 870  文化財調査書「郷土さがみこ」第9集屋号編 900 

相模原市文化財年報 平成27年度の成果 1,110   文化財調査書「郷土さがみこ」第10集仏像編 1,500 

相模原市文化財年報 平成26年度の成果 1,140  文化財調査書「郷土さがみこ」第11集古道編 1,500 

相模原市文化財年報 平成25年度の成果 840  文化財調査書「郷土さがみこ」第12集地名編 1,700 

相模原市文化財年報 平成24年度の成果 570  ふじの文化財探訪    1,800 
相模原の文化財＜一括＞（バインダー・追録版用バ
インダー付き）① ～141 2,810  ふじの町の樹木 附名勝と動植物 1,030 

相模原の文化財 （バインダー付き）①～㊳ 950  藤野物語２ 300 

相模原の文化財 追録版１（シート）㊴～㊻ 100  藤野物語３ 300 

相模原の文化財 追録版２（シート）㊼～ 100  藤野物語４ 500 

相模原の文化財 追録版３（シート）～ 170  ふじのの蝶 1,000 

相模原の文化財 追録版４（シート）～ 110  ふじ乃町の文化財 広報ふじのより 1,030 

相模原の文化財 追録版５（シート）～ 70  ふじ乃町の文化財 広報ふじのより第２集 1,000 

相模原の文化財 追録版６（シート)～ 120  ふじ乃町の文化財 広報ふじのより第３集 1,000 

相模原の文化財 （追録用バインダーのみ） 580  ふじ乃町の民俗文化財第1集 800 

相模原の文化財 追録版７（シート）～110 160  ふじ乃町の民俗文化財第2集 1,030 

相模原の文化財 追録版8（シート）111～116 100  ふじ乃町の馬  1,000 

相模原の文化財 追録版9（シート）117～122 100  ふじ乃の野立石造群 1,600 

相模原の文化財 追録版10（シート）123～135 100  ふじ乃の野立石造群・神社と寺院 1,100 

相模原の文化財 追録版11（シート）136～141 150  会報文化財第1号～6号 各510 

相模原の文化財 追録版12（シート）142～145 90  会報文化財第7号～10号 各610 

相模原の文化財 追録版13（シート）146～149 100  会報文化財第11号 800 

相模原の文化財 追録版14（シート）150～153 100  会報文化財第12号 650 

相模原の文化財 追録版15（シート）154 60  会報文化財第13・14号 各700 

相模原の文化財 追録版16（シート）155～157 80  ふじ乃町の芸能 1,030 

相模原の文化財 追録版17（シート）158 80  ふじ乃町の古道 2,000 

相模原の文化財 追録版18（シート）161～163 120  ふじ乃町の年中行事 1,030 

ぼうち唄・土窯搗き唄（テープ） 600  ふじ乃町の埋蔵文化財 1,030 

相模原の民家 5,000  ふじ乃町の旧寺院 1,030 

橋本遺跡 1,000  戦時中の体験（第一集） 200 

城山町講中調査報告書 1,000  戦時中の体験（第二集） 300 

城山町小祠報告書 1,000  戦時中の体験（第三集） 800 

城山町民具所在目録 1,900  藤野の石仏 1,330 

つくい町の屋号 1,700  藤野町の仏像 1,500 

つくい町の古道 1,800  ふじ乃町の職人と諸道具 1,030 

つくい町の地名 1,800  ふじ乃町の地名 附屋号 1,030 

津久井町の歴史今昔 1,000  ふじ乃町の石文化 1,050 

つくい町関東大震災体験記録集 1,900  野立石仏調査報告書 1,350 

津久井城の調査1996-2001 2,550  ふじのことば～藤野町の方言 1,700 

津久井城の調査２ 500  ふじの郷 400 
文化財調査書「郷土さがみこ」第1・2集千木良・
内郷・与瀬地区 

1,200  藤野町の文化財地図 300 

文化財調査書「郷土さがみこ」第3集寺院号 1,240  ｢田名向原｣旧石器時代遺跡の調査 400 

文化財調査書「郷土さがみこ」第4集寺社宝物集 1,240  田名向原遺跡Ⅰ（CD-ROM） 1,050 

文化財調査書「郷土さがみこ」第5集寺社・小祠 1,300  田名向原遺跡Ⅱ 2,000 
文化財調査書「郷土さがみこ」第6集廿三夜溝・塔
調査編 600  田名向原遺跡Ⅲ 1,600 
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